
LifeKeeper for Linux v5.2 リリース履歴 

2007 年 7 月 23 日 

■ v5.2 新機能■ 

製品 新機能 

LifeKeeper Core 

 

● 管理者が LifeKeeper GUI ユーザへ役割権限を割り当てることができるようになりました。オペ

レーターやゲスト等の管理者でないユーザに対し機能を制限することができます。 

●x86、IBM POWER、AMD64/EM64T で、以下の OS のサポートを追加しました。 

        ・Red Hat Enterprise Linux AS / ES 3 Update 7 

・Red Hat Enterprise Linux AS / ES 4 Update 3 

・VMware ESX Server v2.5 Console OS 

ARK  以下のARKが新たに追加されました。 

 

＜WebSphere MQ Recovery Kit＞ 

 IBM WebSphere MQを使用してアプリケーションを保護します。 

 

＜VMware ESX Server Virtual Machine Recovery Kit＞ 

 LifeKeeper for LinuxをVMware ESX Server Console OSにインストールすることで、

VMware ESX serverの冗長構成をとることができます。また、VMware ESXサーバ上の

Virtual Machineをリソース管理し、バックアップのESXサーバ上に引き継ぐことが出来ま

す。 

 

＜Device Mapper Multipath (DMMP) Recovery Kit＞ 

 LifeKeeperリソース階層で、Linux dm-multipath I/Oデバイスの使用をサポートします。 

 

＜LifeKeeper for Sendmail Mailcenter Solution on Linux＞ 

 「LifeKeeper for Linux v5.2」 及び 「Sendmail Mailcenter Recovery Kit」1ノード分を含ん

だバンドル製品です。 

 Sendmail Mailcenterを使用したメッセージングやコラボレーション環境を保護します。 
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